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施工が速い！

下地の乾燥が不要！
コンクリートとの水密性・接着力が高い！
超強靭！

底部・壁・頂部もＯＫ！

内面からも防水できる！

火気・有機溶剤を使用しない！

人や作業環境に非常に優しい！

NETIS 登録番号：KT-230041-A（地下構造物用高水密性外防水シート）
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セメント成分がシート表面に存在する官能基「Ｘ」と化学反応を起こし、さらに細かい起毛の間に入り込み
毛を掴んで密着するため、シートとコンクリートの水密性が高まります。

地下外壁の防水は、他の部位と違って防水層と下地との密着性・水密性が大前提となります。
サンエーシート防水は、コンクリートと化学的及び機械的アンカー効果により密着することで高い水密性
が得られるため、地下防水に最適です。

山
留
壁

山
留
壁 地下水

地下水位
後打ちコンクリートとの水密性
が高いため、防水層に不具合が
あっても水は横走りせず、漏水
には至りません。

先打ちコンクリートにシート
がポリマーセメントペースト
を介して強固に密着するため、
防水層に不具合があっても
水は横走りせず、漏水には
至りません。

地下水位

先打ちコンクリート

ポリマーセメントペースト

埋
戻
し
土

埋
戻
し
土

先やり防水の場合 後やり防水の場合

圧力
サンエーシート（先やり防水）
赤インク溶液

コンクリート板

圧力
サンエーシート（後やり防水）

コンクリート板

赤インク溶液

プライマー
ポリマーセメントペースト

先やり防水、後やり防水を想定した層間水密性試験を実施しています。いずれも0.5MPa（水深50m相当）
で漏水はありませんでした。

防水層と下地との水密性試験

先やり防水 後やり防水

、 

 

サンエーシートは「特殊化学接着性 EVA 系シート」で
コンクリートと「化学的」及び「機械的」に強固に密着

サンエーシートは防水材料の中で最も強靭な材料

シートの引張強度や伸び率が非常に高く、山留壁の凹凸にも十分追従できます。

（イメージ図)
サンエーシートの断面構造

伸びる !  破断しにくい!

シート表面に起毛と化学的反応基を持つ

起毛
シート本体
起毛

抗張積とは…防水材料の引張強度×
伸び率の値。�防水層の強靭性を表す業
界の指標となっており、�通常の防水材
は2,000～10,000N・％/cm程度と
言われています。

抗張積10万N・％/cm 以上

先やり防水は超強靭ウレタン系シーリング材との複合工法

山留壁面へはサンエーシートを浮かし張りにして、接合部をサンエーボンドPUにて接合させます。非常
に強靭な材料で、抗張積は公共建築工事標準仕様書のY-1（ゴムアスファルト系塗膜防水材）以上の数値
が得られているので、山留壁面の凹凸によるコンクリートの側圧にも破断したり、接合部が剥がれたりする
ことはありません。また、シートの切込み部や穴あき部などを、増張りせずにサンエーボンドPU塗布の
みで対応することができます。

サンエーボンド PU 単体引張強度試験 サンエーボンド PU ＋サンエーシート接合
引張強度試験

サンエーボンド PU ＋鉄部引張強度試験
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接着剤の主成分がセメントであることから、
下地の含有水分による接着阻害がなく、脱型
及び下地補修後翌日には施工が可能となり、
大幅な工期短縮になります。

脱型及び下地補修後すぐに施工してもＯＫ！ 建築・土木問わず底部や頂部にも適用できるので、異種防水材との接合の必要がありません。�
また、地下内壁からの防水も可能です。

大学との共同研究で、サンエーシート防水は脱型
後すぐに施工した方がコンクリートの強度が保た
れることが判りました。
※詳細についてはお問い合わせください。

早期施工によりコンクリート強度がＵＰします！

先やり防水もシートを１枚張るだけなので工期短縮！

山留壁面にサンエーシートを浮かし張りにして、接合部をサンエーボンド PUにて接合、セパレーター受け
金具部処理するだけなので短工期での施工が可能です。また、シートは水より軽いので、施工性も抜群です。

埋 戻 し も 翌 日 Ｏ Ｋ ！

サンエーシートは湿潤面でも施工ができるので
コンクリートにも優しく大幅工期短縮が可能

サ ン エ ー シ ー ト は 地 下 外 壁 だ け で な く
底 部 や 頂 部、 内 壁 か ら も 防 水 が 可 能

内壁防水
インナーシャット工法

底部防水
SA-321U 仕様

後やり防水
SA-411仕様

頂部防水
SA-111仕様

先やり防水
SA-321仕様
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以下のようなセパレーター受け金具は施工面や性能面で防水品質が確保できないため使用しないでください。

先やり防水に適さないセパレーター受け金具について

Ｈ鋼に引掛けるタイプ 裏穴あきタイプ 共回り防止機能付き

コンクリートとの水密性・接着力が高い
後打ちコンクリートと化学的及び機械的アンカー効果で密着
するためシートとコンクリート間へ水の浸入を阻止！

施工が速い
シートを張って接合するだけなので施工が速い！

施工が非常に楽
シート自体は水より軽く、また現場設備の養生も不要なので
施工がとても容易！

独自のセパ受け金具貫通部処理
独自の成型役物を使ってセパレーター受け金具の
貫通部を処理。高止水性を実現！

山留壁面と防水層の間の緩衝材・不織布を
必要としない
シートが強靭であるため、山留壁面の凹凸にも十分耐えられる！

地下外壁仕様先やり防水　
サンエーシートによる先やり防水の特長

サンエーシート先やり防水は、使用するセパレーター受け金具の種類によって施工方法が変わります。

適用セパレーター受け金具一覧

スクリュービット

指定矢板金物

推 奨 株式会社 北斗金属工業 製品

p.13

Ｌ型アングル＋セパレーター受け金具

推 奨スクリューギア エヌパット株式会社 製品

サンエーシート先やり防水は、建築及び土木工事で活躍しています

p.9

土木イメージ図建築イメージ図

ト
均しコンクリー 砕石層

暗渠 地盤

均しコンクリート

導水材

目地用シーリング材

耐圧盤

釡場へ

保護モルタル等

湧水

山
留
壁

SA-321仕様

二重壁

SA-321U仕様
（底部防水の場合）

割栗・砕石層
地盤

均しコンクリート
保護コンクリート

保護コンクリート

隅角部補強張り不要

SA-321U仕様

SA-321仕様
SA-111仕様

山
留
壁

山
留
壁

p.11
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納まり図

ＷＳワッシャー部（Ｈ鋼）

調整パイプ
Ｈ
鋼
面

ＷＳワッシャー

サンエーボンドＰＵ

サンエーシート

ＷＳワッシャー部（横矢板）

横
矢
板
面

調整パイプ

ＷＳワッシャー

サンエーボンドＰＵ

サンエーシート

張り下げ位置

山
留
壁

均しコンクリート

山
留
壁

打継ぎ部

200mm
以上

スクリュービット / スクリューギアの場合 ※下図表以下はスクリュービットで表記しています。推 奨

施工手順

山
留
壁

ビット 調整パイプ

Ｈ鋼

サンエーシート

サンエーボンドＰＵ

均しコンクリート

ＷＳワッシャー

※山留壁の種類：SMW、親杭横矢板、鋼矢板 等
※現場での接合作業を省くため、接合部を予め工場で熱融着させた広幅加工品を使うこともできます（p.27 参照）。
※ビット取り付けは別途工事になります。詳しくは㈱北斗金属工業 / エヌパット㈱のカタログをご参照ください。

※１　調整パイプは現場支給になります。

工 程 材 料（標準使用量） 

1 ビット部サンエーボンドＰＵ（5g ／箇所）

2 サンエーシート

3 ＷＳワッシャー

4 調整パイプ  ※１

5 接合部サンエーボンドＰＵ　50mm 幅

防水仕様

セパレーター受け金具に「スクリュービット / スクリューギア」を使用する場合の施工方法です。 防水用に開発された製品
ですので、防水性や施工性に優れており推奨しています。詳しくはメーカーの専用カタログをご確認ください。

5   調整パイプ取り付け 6   接合部サンエーボンドPU塗布＆接合（50mm幅）

4   ＷＳワッシャー取り付け3  シート張付け及び貫通

1   ビット取り付け（別途工事 ) 2  ビット回り清掃・サンエーボンドＰＵ塗布

Ｈ鋼・鋼矢板部 Ｈ鋼・鋼矢板部横矢板部 横矢板部
注 ) 横矢板部にコンパネ等の補強板を設置する場合はご相談ください。

注 ) 横矢板部にはＷＳワッシャーを裏にして 取り付けてください。

横矢板部Ｈ鋼・鋼矢板部

サンエーボンドＰＵ塗布 シート接合

注 ) 必ず最後まで調整パイプを締め込んでください。

ＷＳワッシャー
ここから
水が浸入しない

サンエーシートが
Ｈ鋼に押し付けら
れた状態

調整パイプ

ＷＳワッシャー

サンエーボンドＰＵ

サンエーシート

Ｈ
鋼
・
鋼
矢
板
面

調整パイプを取り付
けることによって、
ＷＳワッシャーが
程よい力でシートを
Ｈ鋼面に押し付ける
ため止水性が大幅ＵＰ

当社独自のWSワッシャーによりセパレーター受け金具貫通部を完璧に止水します

※SA-328仕様は廃番となりました。ＳＡ- ３21
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指定矢板金物（ビス留め）

サンエーボンドＰＵ

セパ用パッチ

釘等

サンエーシート

横矢板

補強板取付け可

工 程 材 料（標準使用量） 

1 サンエーシート

2 指定矢板金物部サンエーボンドＰＵ（10g ／箇所）

3 セパ用パッチ

4 接合部サンエーボンドＰＵ　50mm 幅

防水仕様

指定矢板金物の場合

※裏に穴が空いている製品は漏水に　　　　
　繋がります。

他社品

指定矢板金物について

サンエーシート防水に最適な横矢板用のセパレーター受け金具です。横矢板にビス留めし、その上からベニヤ等で補強する
こともできます。裏に穴が空いている場合があるので、原則他社品は使用しないでください。

T100 型T50 型 H100 型ワイド
（H鋼挟み込み用）

H 鋼や鋼矢板、フラットバー等に溶接することもできます

山
留
壁
（
Ｈ
鋼
・
横
矢
板
）

サンエーボンドＰＵ

指定矢板金物

セパ用パッチ

サンエーシート

※Ｈ鋼には溶接してください

当社独自のセパ用パッチで止水します

セパ用パッチ

指定矢板金物のパイプよりも小さい穴が開いており、強引に差し込むことでパイプの根元を締め付け、止水効果が発揮され
ます。

シート貫通＆張付け（浮かし張り）

接合部サンエーボンドPU塗布＆接合（50mm幅）

指定矢板金物設置（別途工事）

サンエーボンド PU 塗布＆セパ用パッチ取付け

施工手順

※当社でも販売しています。
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※ネコアングル、Ｌ型アングル、セパレーター受け金具設置は別途工事になります。

サンエーシート

ネコストップ

ネコアングル

セパレーター受け金具

サンエーボンドＰU

横矢板

釘等

Ｌ型アングル

Ｌ型アングル＋セパレーター受け金具の場合

横引きＬアングルの下は空洞になり易いため、同じライ
ン上のＰコン部から複数個所漏水する危険性があります

防水施工後の溶接・溶断による
防水層損傷に注意してください工 程 材 料（標準使用量） 

1 ネコアングル部ウレタン系プライマー

2 サンエーシート

3 ネコアングル部サンエーボンドＰＵ塗布

4 ネコストップ

5 接合部サンエーボンドＰＵ（50mm 幅）

防水仕様

施工手順
1  ネコアングル部
      ウレタン系プライマー塗布  3  サンエーボンドＰＵ塗布2  サンエーシート張付け

4  ネコストップ張付け 5  接合部サンエーボンドＰＵ
      塗布＆シート接合 （50mm 幅） 6  Ｌ型アングル設置  （別途工事）

注 ) 溶接火花から守るため、防水層は必ず養生してください。

ネコアングル用成型役物

ネコストップ

新製品

注 意 ！
注）ネコストップの高さは 30mm のため、Ｌアングルの溶接代 ＋ 30mm 以上を確保してください。

ネコストップ適用Ｌ型アングルサイズ
必ず厚さ 5 〜 6mm× 50mm× 50mm のＬ型アングル（通称：ネコアン
グル）を図 1 のように設置してください。
やむを得ず図２のように設置する場合は、記載の寸法を守ってください。
その場合は、ネコストップを半裁して使用します。

H
鋼
溶
接
面
50mm

150mm以内

t5～6mm t5～6mm

150mm以内

指定なし

H
鋼
溶
接
面

推 奨

図１ 図 2

2  サンエーボンドＰＵ塗布1  ウレタン系プライマー塗布 3   シート貫通＆
　  サンエーボンドＰＵ塗布

ネコストップが使用できない場合は下記方法で施工してください
注）H 鋼が濡れている場合はこの方法は適用できません。
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その他
山留壁に断熱材や防振材を設置する場合

断熱材や防振材を設置する場合は、指定矢板金物を推奨します。

別途工事

Ｈ
鋼
・
横
矢
板

指定矢板金物

以降、防水工事

断熱材

Ｈ
鋼
・
横
矢
板

サンエーシート

Ｈ
鋼
・
横
矢
板

セパ用パッチ

Ｈ
鋼
・
横
矢
板

サンエーボンドＰＵ

断熱材設置＆サンエーシート張付け状況 防振材設置＆サンエーシート張付け状況

Ｈ鋼面にスタッドが多数設置されている場合

防水の施工が非常に困難であるため、必ず事前に防水施工業者にご相談ください。

いずれも施工が非常に困難であるため大幅な材料及び施工コスト増となりますのでご注意ください。

サンエーシートを貫通させた施工例 塗膜防水材と併用した施工例

山
留
壁

山
留
壁

予定されている
壁縦筋高さ以上に
シートを張り伸ばす

接合幅50mm以上100mm以上

サンエーシート
（先やり防水層）

山
留
壁

サンエーシート
100mm以上

（後やり防水層）

山
留
壁

先やり防水と後やり防水の接合方法躯体構築後の防水層接続方法

山留壁上に予め型枠を設置する

GL

型枠

省略可山
留
壁

GL

型枠

省略可山
留
壁

サンエーシート
　（先やり防水）

型枠

山
留
壁

端部養生テープ

サンエーシート
　（先やり防水）

型枠

山
留
壁

端部養生テープ

サンエーシート
（後やり防水）等

山
留
壁

山留壁上に均しコンクリートを打設する

GL

均しコンクリート

サンエーシートをサンエーボンドPU
やポリマーセメントペースト、釘等で
固定する。

山留壁

養生材（コンパネ等）

均しコンクリート 山留壁

GL

サンエーシートをポリマーセメントペースト
で100mm以上接合させる。

天端コンクリートにサンエーシートを張り掛け後、 
養生をしている状態

上記２通りの施工が困難である場合は、先やり防水層と GL上の防水層を接合させないこともご検討ください（サンエーシート 
防水と後打ちコンクリートは密着するため、通常シート端部からは水が浸入することはありません）。

GL

山留壁

サンエーシート
　（先やり防水）

壁欠き込み

GL

山留壁

保護モルタル

目地シーリング
サンエーシート
（後やり防水）等

壁欠き込み

GL

山留壁

保護モルタル

目地シーリング
サンエーシート
（後やり防水）等

ＧＬ部防水繋ぎ方法
先やり防水とGL上の防水層を繋ぐ場合は下記方法をご検討ください。

山留壁の上に防水層を張り延ばしておくだけでは右写真のような状態となり、
繋ぐことが困難になります。
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山留壁面の防水下地作り

ビット

ベニヤ等

鋼矢板（シートパイル）の場合

必ず鋼矢板全面か凹部のみにベニヤ板などを設置して防水施工面を平滑にしてください。原則、凹部のみにベニヤ板などを
取り付ける場合はスクリュービットを、全体にベニヤ板などを設置する時は指定矢板金物を溶接してください。
コンクリート打設後、鋼矢板を引き抜く場合はご相談ください。

（溶接）
指定矢板金物

ベニヤ等

凹部のみ設置する場合 全体に設置する場合

注）鋼矢板に沿ってシートを敷設する場合、材料工事費は大幅に上がりますのでご注意ください。

SMW 壁は、極端な凹凸が存在しないようソイル面を斫り取ってください。また、そのような凹凸がある場合、できる限り
平滑に補修してください。横矢板が親杭よりも背面地盤側に設置されている場合や、H 鋼なりにシートを巻く必要がある場
合は、鉄板を溶接したり、断熱材で埋めるなどしてできる限り平滑に仕上げてください。

ＳＭＷ・親杭横矢板の場合

横矢板

断熱材・鉄板等

山留壁

防水張り掛けツバのあるスリーブ管を確実に固定してください。

貫通配管部

鉄筋が既に組まれている場合
（原則、１回目の施工は捨てコン打設直後になります。）

指定以外のセパレーター受け金具が
取り付けられている場合

Ｌ型アングルや C型鋼が
設置されている場合

以下のような状況での施工は困難且つ不完全な防水となるためご注意ください

山留壁面及び底部から湧水が発生している場合の処置について

山留壁面及び底部から湧水が発生している場合は、防水層を膨らませるなどの不具合を引き起こし、また施工も非常に
困難になります。そのため、下図のように適切な導水処置を施す必要があります。

有孔塩ビ管

山
留
壁

サンエーシート

床スラブ

湧水

排水ポンプ管

釡場

埋設排水ポンプ

山
留
壁

サンエーシート

ベニヤ等

排水ホース

排水暗渠を設置する場合（例）

導水材

山
留
壁

サンエーシート

均しコンクリート

釡場へ

割栗排水暗渠

湧水
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ＳＡ- 411 （保護層別途工事）

ポリマーセメントペーストでシートをコンクリートに直接張り付ける工法です。コンクリートと強固に密着するため、シートとコン
クリート間への水の浸入を防ぎます。また埋戻し時にシートのズレ落ちがありません。建築、土木で数多くの実績があります。

接合部

納まり図

GL 上部（例）

欠き込み
15mm以上

300mm程度

GL

保護モルタル

目地用シーリング材

プライマー100㎜
以上

サンエーシート

サンエーシート
ポリマーセメントペースト

ポリマーセメントペースト

※接合部の向きは問いません。

プライマー

打継ぎ

サンエーシート
保護材／
保護モルタル
(別途工事）
※省略可

ポリマーセメントペースト

サンエーテックスＥ10
／サンエーシート増張り

均しコンクリート

指定接着剤

割栗・砕石

※多少の浮きが残る場合がありますが、防水性能には影響はございません。

型枠脱型後、乾燥養生を待たずに速やかな施工を推奨しています

コンクリート強度がＵＰします！
大学との共同研究で、サンエーシート防水は脱型後すぐに施工
した方がコンクリートの強度が保たれることが判りました。
※詳細についてはお問い合わせください。

サンエーシートは圧倒的な工期短縮を実現します

※下地補修は必要です。

埋戻しも

翌日ＯＫ

地下外壁仕様後やり防水　
サンエーシート後やり防水はセメントの特性を生かすことによって、他の地下防水材にはない下記のような特長が
あります。

下地の乾燥が不要・工期短縮
脱型後直ぐに施工可能！ 埋め戻しも翌日！

下地との水密性・接着力が高い
先打ちコンクリートと化学的及び起毛アンカー効果で密着！

施工が非常に楽
シート自体は水より軽く、また現場設備の養生も不要！

有機溶剤・火気を使用しない
火気を使用せず、接着剤・副資材に有機溶剤を一切含有しな
い材料を使用！

埋戻し時に防水層のズレ落ちの心配がない
先打ちコンクリートと強固に密着するため、埋戻し時に防水層 
のずれ落ちの心配がない！

サンエーシートによる後やり防水の特長

サンエーシート後やり防水は、建築及び土木工事で活躍しています

土木イメージ図建築イメージ図

砕石層

山
留
壁

埋
戻
し
土

山
留
壁

埋
戻
し
土

頂部コンクリート

隅角部補強張り不要

SA-111仕様

SA-411仕様

SA-321仕様

保護コンクリート／モルタル

地盤
均しコンクリート

埋戻し土

目地用シーリング材

砕石層

保護モルタル等

余堀り

1000mm程度
耐圧盤

保護コンクリート／モルタル

二重壁

SA-321U仕様
（底部防水の場合）

SA-411U仕様

均しコンクリート

地盤
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貫通配管部

塩ビ等スリーブ管

モルタル等で管を固定

目地部

ウレタン系シーリング材
もしくはモルタル充填

目地部

Ｐコン部

Ｐコン部

モルタル充填

工程 材料（標準使用量）

シート施工

1 プライマー（0.3kg ／㎡）

2 打継ぎ部処理　※ 1

3 ポリマーセメントペースト（立平共 3.0kg/㎡）

4 サンエーシート

防水保護層施工
（別途工事：省略可）※ 2

1
保護モルタル  5mm 以上

保護プロテクター、ポリスチレンフォーム等　※３

防水仕様

※１　必須ではありません。打継ぎ部に小さな段差や凹凸のある場合に推奨しています。使用する材料は、サンエーテックス E10 もしくは市販のポリマーセメ
ント系塗膜防水材の塗布、もしくはサンエーシートの増張りになります。

※２　当社では保護層無しを推奨しております。また、流動化処理土の場合も保護層は不要です。
※３　セメントペースト、2 液ウレタン系シーリング材等で接着させてください。
＜注意事項＞

・防水施工スペース確保のため、余堀りは１ｍ程度必要になります。

保護層を設置する場合（別途工事）

サンエープロテクター（受注生産品） ポリスチレンフォーム

当社では埋め戻し土に巨大なガラなどを含まない場合は保護層なしを推奨しております。
保護層を必要とする場合は下写真のような保護材や保護モルタル層を設けてください。

床と壁との打継ぎ部に生じる段差は必ず斜めに補修してください
※目地がある場合は、モルタルかシール（ウレタン系）で埋めてください。

不具合が生じやすい 斜めに補修をお願いします

打継ぎ部付近の防水層に不具合があると、打継ぎ内部の止水板まで地下水が浸入し、地下水位が高い場合はそのまま
横に移動するなどして複数個所から漏水が発生する可能性があります。

コンクリート面の防水下地造り

・ P コン、豆板部はモルタルにて埋めてください。
・入隅角は直角、出隅角は直角もしくは 10 mm 程度の面を取ってください（要施工業者確認）。
・貫通配管部は下図のように予め配管を設置しておいてください。
・目違い、段差などもモルタルにて平滑にしてください。
・縦目地に関してもウレタン系シーリング材もしくはモルタルで埋めてください。

施工手順
１ プライマー塗布

３ ポリマーセメントペースト塗布 ４ シート張付け及び転圧

２ 打継ぎ部処理 ※必須ではありません。打継ぎ部に小さな 
段差や凹凸のある場合に推奨しています。
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コ ン ク リ ー ト 強 度 が Ｕ Ｐ し ま す ！

サンエーシート防水は、先やり及び後やり防水層と同じ材料で底部（均しコンクリート上）も施工できます。また、浮かし
張りや熱溶着接合もできます。

浮かし張り（サンエーボンドPUによる接合） 工場や現場で熱溶着接合も可能 密着張り（ポリマーセメントペースト使用）

山
留
壁 サンエーシート底部防水

均しコンクリート
釘

サンエーボンドＰＵ

サンエーシート
先やり防水

保護コンクリート
／保護モルタル

サンエーボンドＰＵ

外壁が先やり防水の場合

均しコンクリート

サンエーボンドPU
釘

型枠

サンエーシート
後やり防水

50mm以上

釘

【底部防水接合部納まり】

サンエーボンドPU

端部養生テープ

タッカー留め 型枠
【型枠部納まり】

サンエーシート
保護コンクリート／保護モルタル

※ポリマーセメントペーストで密着張りすることもできます。

外壁が後やり防水の場合

頂部仕様
ＳＡ- 111

地下外壁防水と繋いで、１階部分（駐車場など）や頂部（ボックスカルバートなど）を引き続きサンエーシートで防水す
ることができます。同一素材ですので、防水層の繋ぎの心配がありません。  詳細は、建築防水カタログの屋外防水仕様 

「SA-111」をご確認ください。

工 程 材 料（標準使用量） 

１階部・頂部
防水施工

1 プライマー（0.3kg ／㎡）

2 ポリマーセメントペースト
（立平共 3.0kg/㎡）

3 サンエーシート（接合幅 100mm）

保護層施工※
（別途工事） 1 保護コンクリート 60mm 以上

保護モルタル          10mm 以上

防水仕様

※車など重量物が載る場合は保護コンクリートを打設してください。
※底部のように浮かし張りはできません。

打設後（要下地補修）直ぐに施工ができるので、湿潤養生と同じ効果があり
コンクリートに優しく、工期も大幅短縮が可能になります

サンエーシート防水は．．．
型枠脱型後、乾燥養生を待たずに速やかな施工を推奨しています。
※下地補修は必要です。

外壁が後やり防水の場合の推奨施工方法

保
護
コ
ン
ク
リ
ー
ト　

　
　
打
設
（
別
途
工
事
）　　
　
　
　
　

４ 
耐
圧
盤
脱
型
後
状
況

張
付
け
完
了

２
均
し
コ
ン
上

　
耐
圧
盤
型
枠
設
置

　
　
　
　
　
　
（
別
途
工
事
）

１ 

３

底部＆型枠面立上げ

型枠脱型後

以下のように均しコンクリート面に張り延ばすことも可能ですが、防水層の汚れや
地下水による水没、保護コンの段差などにより確実な施工が困難となる可能性があります。

保護コンクリート
／保護モルタル

均しコンクリート 底部防水

後やり
防水

保護コンの段差やシートの汚れ 地下水の影響

底部仕様
ＳＡ- ３21U
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ハイサットライナー

ハイサットライナー

HSペースト
HSプライマー

※消化水槽や汚水槽などの地下ピット用は建築用カタログをご参照ください。
地下水が室内に流入する恐れのある地下室や地下ピット、また既に漏水している地下構造物を内面から防水をすることがで
きます。止水注入と違って長期にわたって漏水を防ぎます。
＜注意事項＞

・漏水している箇所は止水が必要になります。
・美観が求められる箇所には適しません。

従 来のサンエーシートの片面に特 殊 繊 維を貼り付け
たエチレン酢酸ビニル樹脂系シートで、接着剤である 
HS ペーストを介して下地コンクリートと強固に接着し、 
背面からの水圧でも剥がれることがありません。

また、シート自体は日本下水道事業団「下水道コンク
リート構造物の腐食抑制技術及び防食技術�マニュアル」
におけるシートライニイング工法の規格 D 種の品質を
満たしており、汚水槽にも適用可能です。
※現在のところ厨房排水槽や雑排水槽には適用できません。

ハイサットライナー　

ハイサット（Hi-SAT）ライナー
H i (背面) - S (水 )A (圧に)T (耐える)

直径 10mm の孔をあけたコンクリート板
にインナーシャット工法を施工し、23 ℃
× 7日間養生後、 背面側から 0.2MPa
× 3 か月間の水圧を加えましたが、膨れ
や漏水はありませんでした。

背面水圧想定試験

地下内壁仕様
インナーシャット工法 ※地下ピットは建築用カタログをご参照ください。

※インナーシャット工法は当社による責任施工になります。IS- 521N

0mm ⇒ 100mm のゼロスパン試験においても、 
シートの破断及び下地からの剥離はありません。

シート材引張試験
サンエートップ／
ウレタン系塗膜防水材等

メジストップ

ポリマーセメントペースト
プライマー

エキスパン部

プライマー
ポリマーセメントペースト

目地部

メジストップ

メジストップ

目地部外面

メジストップは、サンエーシート以上に下地と強固に接着し、また伸び率も高いため、各種水槽や、ボックスカルバート 
の目地部、エキスパン部などを防水することができます。
＜注意事項＞

・保証対象外となります。
・美観が求められる箇所には適しません。
・大きくせん断方向に動く箇所には適しません。
・メジストップを露出させる場合は、必ずトップコートやウレタン系塗膜防水材を塗布してください。また、その場合は定期的な塗り替えが必要になります。

目地・エキスパン部仕様
　　目地外部・エキスパン部   MS- 821

※ひび割れ誘発目地には使用しません。
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材料紹介
防水シート

40 年近く屋上から屋内、地下防水（先
やり・後やり共）にまで愛用されて
いるシートです。

サンエーシートＡ

推奨用途：地下外壁部（先やり・後やり防水）・ 
　　　　    底部・頂部 
荷姿：1.1mm 厚× 1m 幅× 25m 巻

※1.2mm 厚品も製造可能
色：黒

サンエーシートＥＸ

シートが半透明であるため、先やり
防水時の接合幅や、後やり防水時の
下地との密着度合が目視確認でき 
ます。
※実際のシートの色は写真とは違います。

推奨用途：地下外壁部（先やり・後やり防水）
荷姿：1.1mm 厚× 1m 幅× 25m 巻
色：白色半透明

サンエーシート ミエール

サンエーシートを広幅加工できます

熱融着部

現場での接合作業を省くため、接合部を予め工場で熱融着させた広幅加工
品を使用することもできます。但し、路線便での配送が困難であるため、
大面積での施工に適しています。現場での熱溶着接合も可能です。

サンエーシートは日本産業規格
であるＪＩＳマーク（ＪＩＳ　Ａ　
６００８）を取得しています。

インナーシャット工法用防水シート

シート接着面に特殊繊維が貼り付けられており背面水圧
に耐えることができます。

※実際のシートの色は写真とは違います。

ハイサットライナー

用途：インナーシャット工法
荷姿：1.0mm 厚× 1m 幅× 20m 巻

目地・エキスパン部用防水シート
メジ ストップ

シート両面に特殊繊維が貼り付けられており、目地や 
エキスパン部の動きに追従できます。

用途：目地部・エキスパン部
荷姿：1.0mm 厚× 250 / 330 / 500mm 幅× 20m 巻

MS-821N は、目地部の内面から防水する仕様になります。インナーシャット工法同様に背面水圧に耐えることができます。
＜注意事項＞

・保証対象外となります。
・漏水している箇所は止水が必要になります。
・美観が求められる箇所には適しません。
・大きくせん断方向に動く箇所には適しません。

防水層の詳細は省いています

目地部

メジストップ

目地部内面

仕様番号 I Ｓ - ５２１ N ＭＳ - 8 ２１ ＭＳ - 8 ２１ N

説明 １層

推奨用途 地下室内壁・地下水槽・貯湯槽 目地外部・エキスパン部 他 目地内部

工程 材料（標準使用量）

シート施工

1 HS プライマー
（0.2kg/㎡）

プライマー HS プライマー

（ 250 / 0.075kg、330 / 0.1kg、500 / 0.15kg ） / m

2 HS ペースト
（4.0kg/㎡）

ポリマーセメントペースト　 HS ペースト

（ 250 / 0.75kg、   330 / 1.0kg、  500 / 1.5kg ） / m

3 ハイサットライナー メジストップ　250 / 330 / 500

防水仕様

　　目地内部   MS- 821N ※この仕様は当社による責任施工になります。

推奨用途：地下外壁（後やり防水）・ 底部・頂部
荷姿：1.1mm 厚× 1m 幅× 25m 巻
色：白

地下後やり・ 底部・頂部防水に適し
ています。熱を吸収しにくいので夏
場の屋外作業時の体感温度や膨れ低
減効果もあります。
※実際のシートの色は写真とは違います。
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注意事項
■先やり防水、後やり防水とも保証対象外となります。
■先やり防水の場合は、セパレーター受け金具の種類や山留壁面から湧水が発生している場合の処置方法の決定などが必要

ですので、少なくとも均しコンクリート打設１週間前には施工業者様もしくは当社と打ち合わせをおこなってください。
■先やり防水は５℃以上、後やり、内面防水は０℃以上（５℃以下は防凍剤添加を推奨）の環境下で施工してください。 

止 むを得ず施工する場合は採暖してください。
■室内側への漏水に対する備えとして二重壁等を設置してください。
■セパレーター受け金具の引き抜き強度や設置本数は、事前にご確認ください。

材料紹介
先やり防水用セパレーター受け金具止水部材

荷姿：100 枚／袋
色　：黒（サンエーシート A）

荷姿：100 個／袋 荷 姿：10 個／袋

指定矢板金物用の止水パッチです。 
地下先やり仕様で、指定矢板金物が取
り付けられている場合に使用します。

地下先やり仕様で、スクリュービッ
ト／スクリューギアが取り付けられ
ている場合に使用します。

セパ用パッチＷＳワッシャー ネコストップ

ネコアングル用の成型役物です。 
ネコアングルのサイズは5～ 6mm厚 
×50mm×50mm のみ対応しており
ます。

成分：ポリマーセメント系塗膜防水材（ＥＶＡ系）
荷姿：32kg  セット（原液 18kg　混和材 14kg）
　　    3.2kg セット（原液１.8kg　混和材 1.4kg）

規格：250 幅
　　   200 幅
 
荷姿：25m 巻 ／ 色 ：黒（サンエーシート A）

125：125 に折れ線入り
60：140 に折れ線入り
90：110 に折れ線入り

荷姿：10 個／袋
色　：黒（サンエーシート A）

副資材
サンエーテックスＥ -10

役物周りや接合部への補強塗り用です。

コーナー用　250/200

出隅線で容易に折り曲げられるよう
加工しています。

出入隅角へ先に張り付けます。

出入隅角成型役物

先やり・底部防水用接合部等接着剤
サンエーボンドＰＵ サンエープロテクター（※受注生産品）

先やり防水用の超高耐久のウレタン系接着剤です。シート接合部等に使用します。

成分：特殊無溶剤ウレタン系接着剤
荷姿：8kg セット、320ml カートリッジ （バラ、10 本／箱）
色　：黒

地下後やり仕様の防水層保護剤材 
です。ポリマーセメントペースト等
で張り付けます。
材質：補強布付発泡ポリエチレン 3mm 厚
荷姿：1m 幅× 25m 巻

配合材料

プライマー及び
ポリマーセメン
トペースト作製
時に配合します。

プライマー及び
ポリマーセメン
トペースト作製
時に配合します。

ポリマーセメン
トペースト作製
時に配合します。

サンエーポリマーＥ® 水道水普通ポルトランドセメント
（※当社では販売しておりません）

成分：特殊エマルジョン
荷姿：20 kg 缶

セメント
荷姿：25 kg 袋

後やり・底部・頂部防水用接着材料

材料紹介

プライマー・ポリマーセメントペースト配合材料・割合及び使用量
※インナーシャット工法用の HS プライマー及び HS ペーストの詳細についてはお問い合わせください。

プライマー使用量及び配合割合

プライマー標準使用量 0.3 kg ／㎡

配合材料 サンエーポリマーＥ 水

配合割合 1 2

注 意
上記使用量は標準であり、その使用量が多少増減しても防水性能に影響はありません。

ポリマーセメントペースト使用量及び配合割合

ポリマーセメントペースト
標準使用量 立上り・平場共　3.0kg ／㎡

配合材料 サンエーポリマー E 普通ポルトランドセメント 水

標準配合割合 ２.0kg １袋（25kg） 立上り    7.0kg（6.5 ～   7.5kg）
平場      10.0kg（9.0 ～ 11.0kg）

※水は（　）内の数値範囲で配合して構いません。
※成型役物や出隅などを張る場合は、水の量を 6.0 ～ 6.5kg で調整してください。

㎡ 当り各配合材料使用量

プライマーおよび 
ポリマーセメントペースト使用量

㎡当り各配合材料標準使用量

サンエーポリマーＥ 普通ポルトランドセメント 水

プライマー 立・平 共 0.3kg／㎡ 0.1kg ／㎡ 0.2kg ／㎡

ポリマー 
セメントペースト

立  3.0kg／㎡ 0.176kg ／㎡ 2.206kg ／㎡ 0.618kg ／㎡

平  3.0kg／㎡ 0.162kg ／㎡ 2.027kg ／㎡ 0.811kg ／㎡


